
(57)【要約】

【課題】

　強誘電体基板に、分極反転領域を緻密かつ精度良く微

細に形成する分極反転形成方法を提供することであり、

しかも、製造工程の複雑化を抑制することが可能な分極

反転形成方法を提供すること。

【解決手段】

　強誘電体基板１と、該基板表面又は裏面に凹部１０を

形成し、該基板に電界を印加することにより、該凹部を

形成した領域の基板の少なくとも一部を分極反転（１１

，１２）する分極反転形成方法において、該凹部１０の

形状が、基板内部に向かって該凹部の幅が徐々に狭くな

るよう構成されていることを特徴とする。

　好ましくは、電界を印加する際に、０を含む弱電界か

ら所定の電界の強さまで、徐々に電界の強さを大きくす

ることを特徴とする。

【選択図】図３

JP 2005-292287 A 2005.10.20



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 強 誘 電 体 基 板 と 、 該 基 板 表 面 又 は 裏 面 に 凹 部 を 形 成 し 、 該 基 板 に 電 界 を 印 加 す る こ と に
よ り 、 該 凹 部 を 形 成 し た 領 域 の 基 板 の 少 な く と も 一 部 を 分 極 反 転 す る 分 極 反 転 形 成 方 法 に
お い て 、
　 該 凹 部 の 形 状 が 、 基 板 内 部 に 向 か っ て 該 凹 部 の 幅 が 徐 々 に 狭 く な る よ う 構 成 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 分 極 反 転 形 成 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 分 極 反 転 形 成 方 法 に お い て 、 分 極 反 転 を 形 成 し た 後 、 該 凹 部 を 形 成 し
た 基 板 表 面 又 は 裏 面 を 略 平 面 に 加 工 し 、 再 度 、 該 基 板 表 面 又 は 裏 面 上 で 先 に 凹 部 を 形 成 し
た 領 域 以 外 に 、 新 た な 凹 部 を 形 成 し 、 該 基 板 に 電 界 を 印 加 す る こ と に よ り 、 該 凹 部 を 形 成
し た 領 域 の 基 板 の 少 な く と も 一 部 を 分 極 反 転 す る こ と を 特 徴 と す る 分 極 反 転 形 成 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 分 極 反 転 形 成 方 法 に お い て 、 該 基 板 表 面 及 び 裏 面 に 凹 部 を 形 成 し 、 該
基 板 表 面 の 凹 部 と 該 基 板 裏 面 の 凹 部 と の 配 置 が 、 各 凹 部 が 形 成 す る 分 極 反 転 領 域 が 異 な る
よ う に 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 分 極 反 転 形 成 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か に 記 載 の 分 極 反 転 形 成 方 法 に お い て 、 該 電 界 を 印 加 す る 際 に
、 ０ を 含 む 弱 電 界 か ら 所 定 の 電 界 の 強 さ ま で 、 徐 々 に 電 界 の 強 さ を 大 き く す る こ と を 特 徴
と す る 分 極 反 転 形 成 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か に 記 載 の 分 極 反 転 形 成 方 法 に お い て 、 該 電 界 の 印 加 が 、 液 体
電 極 を 介 し て 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 分 極 反 転 形 成 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 強 誘 電 体 基 板 の 所 望 領 域 を 分 極 反 転 さ せ る 分 極 反 転 形 成 方 法 に 関 し 、 特 に 基
板 の 狭 い 領 域 を 分 極 反 転 を 行 う と 共 に 、 分 極 反 転 領 域 間 の 間 隔 を 狭 く す る こ と が 可 能 な 分
極 反 転 形 成 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 光 通 信 や 光 計 測 の 分 野 に お い て 、 波 長 変 換 素 子 や 光 変 調 器 な ど の 光 学 素 子 が 利 用 さ れ て
い る 。
　 波 長 変 換 素 子 の 例 と し て は 、 以 下 の 特 許 文 献 １ に 示 す よ う に 、 強 誘 電 体 Ｌ ｉ Ｎ ｂ Ｏ ３ な
ど の 電 気 光 学 効 果 を 有 す る 基 板 上 に 周 期 的 な 分 極 反 転 構 造 を 形 成 し て い る も の が あ る 。
　 ま た 、 光 変 調 器 の 例 と し て は 、 以 下 の 特 許 文 献 ２ に 示 す よ う に 、 電 気 光 学 効 果 を 有 す る
基 板 上 に 光 導 波 路 を 形 成 す る と 共 に 、 該 光 導 波 路 に 係 る 基 板 の 一 部 を 分 極 反 転 さ せ 、 チ ャ
ー プ 発 生 の 抑 制 や 変 調 強 度 の 消 光 比 の 向 上 を 図 る も の が 提 案 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ４ ７ ５ ８ ４
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ０ ２ ５ ３ ０
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 強 誘 電 体 基 板 上 に 分 極 反 転 領 域 を 形 成 す る 方 法 と し て は 、 Ｔ ｉ 熱 拡 散 に よ る
方 法 、 Ｓ ｉ Ｏ ２ を 装 荷 し た 後 に 熱 処 理 す る 方 法 、 プ ロ ト ン 交 換 処 理 と 熱 処 理 と を 行 う 方 法
な ど が あ る 。 ま た 、 強 誘 電 体 の 自 発 分 極 が 電 界 に よ り 反 転 す る こ と を 利 用 し て 、 約 ２ ０ ｋ
Ｖ ／ ｍ ｍ 以 上 の 電 界 を 印 加 す る こ と に よ り 、 分 極 反 転 領 域 を 形 成 す る 方 法 が 知 ら れ て い る
。
　 特 に 、 電 界 の 印 加 に よ る 分 極 反 転 は 、 分 極 反 転 領 域 を 正 確 に 形 成 で き る と 共 に 、 形 成 方
法 が 簡 便 で あ る こ と な ど の 理 由 か ら 、 分 極 反 転 形 成 方 法 と し て 良 く 利 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 電 界 を 用 い た 分 極 反 転 形 成 方 法 と し て は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 基 板 １ の 上 面 及 び 下 面 に
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電 極 ２ ， ３ を 形 成 し 、 両 電 極 間 に 電 圧 ４ を 印 加 す る こ と に よ り 形 成 す る 方 法 や 、 図 ２ に 示
す よ う に 、 基 板 １ の 上 面 に 絶 縁 性 の マ ス ク パ タ ー ン ５ を 施 し 、 電 極 ６ 及 び ７ に よ り 、 シ ー
ル 部 材 ８ ， ９ を 介 し て 該 基 板 を 狭 持 す る と 共 に 、 基 板 １ と 各 電 極 ６ ， ７ と の 間 に 導 電 性 液
体 を 充 填 し 、 電 極 ６ ， ７ に 電 圧 ４ を 印 加 す る 方 法 な ど が 知 ら れ て い る 。 な お 、 電 極 ６ 及 び
７ の 代 わ り に ア ク リ ル 板 な ど の 絶 縁 材 料 を 利 用 す る 場 合 に は 、 電 圧 ４ か ら の 給 電 用 に 、 電
線 を 導 電 性 液 体 に 直 接 接 触 さ せ る よ う 構 成 さ れ る 。
　 こ れ ら の 方 法 に よ り 、 図 １ の 場 合 に は 、 電 極 ２ の パ タ ー ン に 応 じ た 分 極 反 転 領 域 が 、 ま
た 、 図 ２ の 場 合 に は 、 マ ス ク パ タ ー ン ５ が 形 成 さ れ て い な い 領 域 に 対 応 し た 分 極 反 転 領 域
が 、 各 々 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 図 １ に 示 す 電 極 パ タ ー ン や 図 ２ に 示 す 絶 縁 性 マ ス ク パ タ ー ン に よ る 分 極
反 転 形 成 方 法 で は 、 各 パ タ ー ン の 線 幅 や 間 隔 の 形 成 精 度 に 依 存 し て 、 分 極 反 転 領 域 の 微 細
か つ 緻 密 が 制 限 さ れ る 上 、 製 造 工 程 中 に パ タ ー ン 形 成 工 程 と 、 パ タ ー ン 除 去 工 程 を 組 み 込
む 必 要 が あ り 、 製 造 工 程 が 複 雑 化 す る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 上 述 し た 問 題 を 解 決 し 、 強 誘 電 体 基 板 に 、 分 極 反 転 領 域 を 緻 密 か つ 精
度 良 く 微 細 に 形 成 す る 分 極 反 転 形 成 方 法 を 提 供 す る こ と で あ り 、 し か も 、 製 造 工 程 の 複 雑
化 を 抑 制 す る こ と が 可 能 な 分 極 反 転 形 成 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 で は 、 強 誘 電 体 基 板 と 、 該 基 板 表 面 又
は 裏 面 に 凹 部 を 形 成 し 、 該 基 板 に 電 界 を 印 加 す る こ と に よ り 、 該 凹 部 を 形 成 し た 領 域 の 基
板 の 少 な く と も 一 部 を 分 極 反 転 す る 分 極 反 転 形 成 方 法 に お い て 、 該 凹 部 の 形 状 が 、 基 板 内
部 に 向 か っ て 該 凹 部 の 幅 が 徐 々 に 狭 く な る よ う 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 で は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 分 極 反 転 形 成 方 法 に お い て 、 分 極 反
転 を 形 成 し た 後 、 該 凹 部 を 形 成 し た 基 板 表 面 又 は 裏 面 を 略 平 面 に 加 工 し 、 再 度 、 該 基 板 表
面 又 は 裏 面 上 で 先 に 凹 部 を 形 成 し た 領 域 以 外 に 、 新 た な 凹 部 を 形 成 し 、 該 基 板 に 電 界 を 印
加 す る こ と に よ り 、 該 凹 部 を 形 成 し た 領 域 の 基 板 の 少 な く と も 一 部 を 分 極 反 転 す る こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 で は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 分 極 反 転 形 成 方 法 に お い て 、 該 基 板
表 面 及 び 裏 面 に 凹 部 を 形 成 し 、 該 基 板 表 面 の 凹 部 と 該 基 板 裏 面 の 凹 部 と の 配 置 が 、 各 凹 部
が 形 成 す る 分 極 反 転 領 域 が 異 な る よ う に 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ に 係 る 発 明 で は 、 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か に 記 載 の 分 極 反 転 形 成 方 法
に お い て 、 該 電 界 を 印 加 す る 際 に 、 ０ を 含 む 弱 電 界 か ら 所 定 の 電 界 の 強 さ ま で 、 徐 々 に 電
界 の 強 さ を 大 き く す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 請 求 項 ５ に 係 る 発 明 で は 、 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か に 記 載 の 分 極 反 転 形 成 方 法
に お い て 、 該 電 界 の 印 加 が 、 液 体 電 極 を 介 し て 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 １ に 係 る 発 明 に よ り 、 凹 部 の 形 状 が 、 基 板 内 部 に 向 か っ て 該 凹 部 の 幅 が 徐 々 に 狭
く な る よ う 構 成 さ れ て い る た め 、 凹 部 内 の 位 置 に よ り 基 板 の 厚 み が 異 な り 、 凹 部 の 最 深 部
を 中 心 に 凹 部 の 入 口 に 向 か っ て 徐 々 に 基 板 の 厚 み が 厚 く な る よ う 構 成 さ れ て い る 。 こ の 構
造 に よ り 、 該 凹 部 の 最 深 部 を 中 心 と す る と 共 に 該 凹 部 の 入 口 の 幅 の 範 囲 内 で 、 分 極 反 転 領
域 を 、 基 板 に 印 加 す る 電 界 の 強 さ に 応 じ て 、 任 意 に 形 成 す る こ と が 可 能 と な る 。

10

20

30

40

50

(3) JP 2005-292287 A 2005.10.20



　 つ ま り 、 凹 部 の 入 口 の 形 状 よ り 幅 の 狭 い 分 極 反 転 領 域 を 形 成 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 に よ り 、 凹 部 を 利 用 し て 基 板 の 分 極 反 転 領 域 を 形 成 し た 後 、 再 度 、
先 の 凹 部 と 異 な る 位 置 に 新 た な 凹 部 を 形 成 し て 、 新 た な 分 極 反 転 領 域 を 形 成 す る た め 、 複
数 の 分 極 反 転 領 域 を 緻 密 に 配 置 ・ 形 成 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 に よ り 、 基 板 表 面 の 凹 部 が 形 成 す る 分 極 反 転 領 域 と 、 基 板 裏 面 の 凹
部 が 形 成 す る 分 極 反 転 領 域 と が 基 板 内 の 異 な る 位 置 に 形 成 さ れ る た め 、 複 数 の 分 極 反 転 領
域 を 緻 密 に 配 置 ・ 形 成 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ４ に 係 る 発 明 に よ り 、 分 極 反 転 形 成 時 に 、 基 板 に 印 加 す る 電 界 を 、 ０ を 含 む 弱 電
界 か ら 所 定 の 電 界 の 強 さ ま で 、 徐 々 に 大 き く な る よ う に 制 御 す る た め 、 該 凹 部 の 最 深 部 を
中 心 と す る と 共 に 該 凹 部 の 入 口 の 幅 の 範 囲 内 で 、 分 極 反 転 領 域 を 、 基 板 に 印 加 す る 所 定 の
電 界 の 強 さ に 応 じ て 、 任 意 に 調 整 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ５ に 係 る 発 明 に よ り 、 基 板 へ の 電 界 の 印 加 を 液 体 電 極 を 介 し て 行 う た め 、 基 板 表
面 又 は 裏 面 に 凹 部 を 形 成 し た 場 合 で も 、 効 率 的 に 基 板 へ の 電 界 を 印 加 す る こ と が 可 能 と な
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 好 適 例 を 用 い て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 本 発 明 の 特 徴 は 、 強 誘 電 体 基 板 の 表 面 又 は 裏 面 に 凹 部 を 形 成 し 、 該 基 板 に 電 界 を 印 加 す
る こ と に よ り 、 該 凹 部 を 形 成 し た 領 域 の 基 板 の 少 な く と も 一 部 を 分 極 反 転 す る 分 極 反 転 形
成 方 法 に お い て 、 該 凹 部 の 形 状 が 、 基 板 内 部 に 向 か っ て 該 凹 部 の 幅 が 徐 々 に 狭 く な る よ う
構 成 さ れ て い る こ と で あ る 。
　 具 体 的 に は 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 基 板 １ の 裏 面 に 凹 部 １ ０ を 形 成 し 、 該 凹 部 が 基
板 の 内 部 に 向 か っ て 凹 部 １ ０ の 幅 が 徐 々 に 狭 く な る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 図 ３ （ ａ ） は
、 強 誘 電 体 基 板 １ の 断 面 図 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ３ （ ａ ） の よ う に 加 工 し た 強 誘 電 体 基 板 １ を 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 電 極 ６ 及 び ７ に よ
り 、 シ ー ル 部 材 ８ ， ９ を 介 し て 該 基 板 を 狭 持 す る と 共 に 、 基 板 １ と 各 電 極 ６ ， ７ と の 間 に
導 電 性 液 体 を 充 填 し 、 電 極 ６ ， ７ に 電 圧 ４ を 印 加 す る 。
　 こ の 際 に は 、 図 ２ の よ う に 、 絶 縁 性 マ ス ク パ タ ー ン を 基 板 １ の 表 面 又 は 裏 面 に 形 成 す る
必 要 は 無 い 。 た だ し 、 本 発 明 は 、 必 要 に 応 じ て 、 絶 縁 性 マ ス ク パ タ ー ン を 付 加 す る こ と を
、 排 除 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 基 板 １ に 電 圧 を 印 加 す る 際 に は 、 凹 部 １ ０ の 最 深 部 が 最 も 基 板 の 厚 み が 薄 い た め 、 電 界
の 強 さ が 最 も 大 き く 、 凹 部 の 入 口 に 向 か う ほ ど 電 界 の 強 さ が 弱 く な る 。
　 こ の た め 、 印 加 電 圧 値 を 適 切 に 設 定 す る こ と に よ り 、 凹 部 の 最 深 部 を 中 心 と す る と 共 に
該 凹 部 の 入 口 の 幅 の 範 囲 内 で 、 分 極 反 転 領 域 を 、 任 意 に 形 成 す る こ と が 可 能 と な る 。
　 具 体 的 に は 、 図 ３ （ ｂ ） の よ う に 電 界 の 強 さ が 弱 い 場 合 （ 印 加 電 圧 が 低 い 場 合 ） に は 、
凹 部 の 最 深 部 付 近 に 分 極 反 転 領 域 １ １ が 形 成 さ れ 、 電 界 の 強 さ を よ り 大 き く す る 場 合 （ 印
加 電 圧 が 高 い 場 合 ） に は 、 該 凹 部 の 最 深 部 を 中 心 と す る 周 辺 領 域 １ ２ ま で 分 極 反 転 を 形 成
す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 し た が っ て 、 分 極 反 転 形 成 時 の 基 板 に 印 加 す る 電 界 の 強 さ は 、 最 初 は ０ を 含 む 弱 電 界 を
印 加 し 、 徐 々 に 電 界 の 強 さ を 高 め 所 定 の 電 界 の 強 さ ま で 変 化 さ せ る こ と に よ り 、 凹 部 の 最
深 部 を 中 心 と す る と 共 に 該 凹 部 の 入 口 の 幅 の 範 囲 内 で 、 分 極 反 転 領 域 を 、 基 板 に 印 加 す る
所 定 の 電 界 の 強 さ に 応 じ て 、 任 意 に 調 整 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 基 板 １ へ の 凹 部 の 形 成 方 法 と し て は 、 サ ン ド ブ ラ ス ト に よ る 加 工 や 、 グ ラ イ ン ダ ー を 利
用 し た 機 械 的 切 削 に よ り 形 成 す る こ と が で き る 。 ま た 、 ド ラ イ エ ッ チ ン グ な ど の 化 学 的 処
理 に よ り 形 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。 サ ン ド ブ ラ ス ト や ド ラ イ エ ッ チ ン グ な ど の 際 に は 、
凹 部 を 形 成 す る 領 域 以 外 を レ ジ ス ト 膜 で 被 覆 し 、 加 工 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 基 板 １ に 電 界 を 印 加 す る 際 に は 、 予 め 、 基 板 １ の 凹 部 か ら 気 泡 を 十 分 排 除 す る こ
と が 必 要 で あ り 、 必 要 に 応 じ て 基 板 や 導 電 性 液 体 に 超 音 波 を 印 加 し 、 十 分 な 脱 泡 処 理 を 行
う こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 、 分 極 反 転 領 域 を 緻 密 か つ 微 細 に 形 成 す る 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 ４ は 、 分 極 反 転 領 域 を 形 成 す る プ ロ セ ス を 説 明 す る 図 で あ る 。
　 図 ４ （ ａ ） の よ う に 、 強 誘 電 体 基 板 １ の 裏 面 に 凹 部 ２ ０ を 形 成 し 、 そ の 後 、 該 基 板 １ に
図 ２ に 示 す よ う に 、 電 極 ６ 及 び ７ に よ り 、 シ ー ル 部 材 ８ ， ９ を 介 し て 該 基 板 を 狭 持 す る と
共 に 、 基 板 １ と 各 電 極 ６ ， ７ と の 間 に 導 電 性 液 体 を 充 填 し 、 電 極 ６ ， ７ に 電 圧 ４ を 印 加 す
る す る こ と に よ り 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 各 凹 部 の 最 深 部 を 含 む 各 領 域 に 分 極 反 転 領 域
２ １ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 分 極 反 転 領 域 を 形 成 し た 図 ４ （ ｂ ） の 基 板 の 裏 面 を 、 切 削 ・ 研 磨 し 、 凹 部 を 消 失 さ せ る
。 図 ４ （ ｃ ） は 、 該 凹 部 が 除 か れ た 裏 面 ２ ２ を 示 す 。
　 凹 部 を 消 失 さ せ る 方 法 と し て は 、 切 削 ・ 研 磨 に 限 ら ず 、 該 凹 部 に 基 板 １ と 電 気 抵 抗 率 が
ほ ぼ 等 し い 材 料 を 充 填 す る こ と で 、 代 替 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 図 ４ （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 再 度 、 基 板 裏 面 に 凹 部 ２ ３ を 形 成 し 、 電 界 を 印 加 す る
こ と で 、 図 ４ （ ｅ ） に 示 す 新 た な 分 極 反 転 領 域 ２ ４ を 形 成 す る 。
　 最 後 に 、 基 板 裏 面 を 切 削 ・ 研 磨 し 、 凹 部 ２ ３ を 消 失 さ せ る 。 図 ４ （ ｆ ） は 、 該 凹 部 が 除
か れ た 裏 面 ２ ５ を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 上 の 製 造 工 程 に よ り 、 図 ４ （ ｆ ） の よ う に 、 基 板 １ に は 、 最 初 の 分 極 反 転 領 域 ２ １ と
そ の 後 の 分 極 反 転 領 域 ２ ４ が 合 わ さ っ て 形 成 さ れ る た め 、 分 極 反 転 領 域 を 緻 密 か つ 微 細 に
形 成 す る こ と が 可 能 と な る 。
　 な お 、 ２ 回 目 以 降 の 凹 部 の 形 成 は 、 基 板 表 面 １ を 利 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 分 極 反 転 領 域 を 緻 密 か つ 微 細 に 形 成 す る 他 の 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 ５ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 強 誘 電 体 基 板 １ の 表 面 と 裏 面 に 凹 部 ３ ０ ， ３ １ を 形 成 す る 。
　 該 凹 部 を 形 成 し た 基 板 １ に 図 ２ に 示 す よ う に 、 電 極 ６ 及 び ７ に よ り 、 シ ー ル 部 材 ８ ， ９
を 介 し て 該 基 板 を 狭 持 す る と 共 に 、 基 板 １ と 各 電 極 ６ ， ７ と の 間 に 導 電 性 液 体 を 充 填 し 、
電 極 ６ ， ７ に 電 圧 ４ を 印 加 す る こ と に よ り 、 図 ５ （ ｂ ） に 示 す よ う な 、 各 凹 部 の 最 深 部 を
含 む 領 域 に 、 複 数 の 分 極 反 転 領 域 ３ ２ ， ３ ３ を 形 成 す る こ と が 可 能 と な る 。
　 そ の 後 、 基 板 １ の 表 面 及 び 裏 面 を 、 切 削 ・ 研 磨 す る こ と に よ り 、 図 ５ （ ｃ ） に 示 す よ う
な 、 複 数 の 分 極 反 転 領 域 を 緻 密 に 配 置 し た 基 板 を 得 る こ と が で き る 。 基 板 の 表 面 ３ ４ 及 び
裏 面 ３ ５ に は 、 分 極 反 転 形 成 時 に 利 用 し た 凹 部 が 除 か れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 本 発 明 に 係 る 凹 部 の 形 状 と し て は 、 図 ３ ～ ５ に 示 し た よ う に 三 角 の 断 面 形 状 を 有
す る も の に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 基 板 内 部 に 向 か っ て 該 凹 部 の 幅 が 徐 々 に 狭 く な る よ
う 構 成 さ れ る も の で あ れ ば 、 楕 円 形 な ど の 種 々 の 断 面 形 状 を 採 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。
　 本 発 明 は 、 以 上 説 明 し た も の に 限 ら れ る も の で は な く 、 必 要 に 応 じ て 当 該 技 術 分 野 に お
け る 公 知 の 技 術 を 適 用 可 能 で あ る こ と は 、 言 う ま で も 無 い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 上 、 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 強 誘 電 体 基 板 に 、 分 極 反 転 領 域 を 緻 密 か つ 精
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度 良 く 微 細 に 形 成 す る 分 極 反 転 形 成 方 法 を 提 供 す る こ と で あ り 、 し か も 、 製 造 工 程 の 複 雑
化 を 抑 制 す る こ と が 可 能 な 分 極 反 転 形 成 方 法 を 提 供 す る こ と が 可 能 と な る 。
　 ま た 、 本 発 明 の 分 極 反 転 形 成 方 法 は 、 凹 部 を 利 用 し て 分 極 反 転 を 形 成 す る た め 、 基 板 の
種 類 を 選 ば ず 、 ま た 、 絶 縁 性 マ ス ク な ど も 不 要 で あ る た め 、 極 め て 工 業 的 利 用 価 値 が 高 い
も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 従 来 の 電 極 パ タ ー ン を 用 い た 分 極 反 転 方 法 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 の 液 体 電 極 法 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 分 極 反 転 形 成 方 法 の 例 を 示 す 図 で あ り 、 （ ａ ） は 分 極 反 転 前 の 基 板 の 構
造 を 示 す 断 面 図 、 （ ｂ ） は 分 極 反 転 後 の 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 分 極 反 転 形 成 方 法 で 緻 密 か つ 微 細 な 分 極 反 転 領 域 を 形 成 す る 方 法 を 示 す
図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 分 極 反 転 形 成 方 法 で 緻 密 か つ 微 細 な 分 極 反 転 領 域 を 形 成 す る 他 の 方 法 を
示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 １ 　 強 誘 電 体 基 板
　 ２ 　 パ タ ー ン 電 極
　 ３ 　 裏 面 電 極
　 ４ 　 印 加 電 圧
　 ５ 　 絶 縁 性 マ ス ク パ タ ー ン
　 ６ ， ７ 　 電 極
　 ８ ， ９ 　 シ ー ル 部 材
　 １ ０ ， ２ ０ ， ２ ３ ， ３ ０ ， ３ １ 　 凹 部
　 １ １ ， ２ １ ， ２ ４ ， ３ ２ ， ３ ３ 　 分 極 反 転 領 域
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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